
幕
張
メ
ッ
セ
で
の
「
武
器
見
本

市
」
は
来
年
６
月
１
７
日
か
ら
１

９
日
ま
で
３
日
間
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
主
催
は
イ
ギ
リ
ス

の
民
間
団
体
で
、
昨
年
１
０
月
に

幕
張
メ
ッ
セ
に
打
診
が
あ
り
、
現

在
「
仮
予
約
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
武
器
見
本
市
」
は
、
武
器
の

売
り
買
い
を
通
じ
て
軍
事
産
業
に

莫
大
な
利
益
を
も
た
ら
し
、
武
器

を
拡
散
し
、
武
器
の
使
用
を
世
界

に
奨
励
す
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

い
ま
な
お
世
界
各
地
で
宗
教
や

民
族
の
対
立
な
ど
に
よ
る
武
力
紛

争
が
続
い
て
お
り
、
「
武
器
見
本

市
」
の
開
催
は
、
そ
れ
ら
を
助
長

す
る
も
の
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
が

あ
り
ま
せ
ん
。

と
り
わ
け
日
本
は
憲
法
９
条
で

戦
争
や
武
力
の
行
使
を
放
棄
し
て

い
る
国
で
あ
り
、「
武
器
見
本
市
」

は
憲
法
の
立
場
に
反
す
る
も
の
で

あ
る
の
は
明
ら
か
で
す
。

と
り
わ
け
千
葉
県
は
、
憲
法
を

よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
地
方
自
治
体

の
一
つ
で
あ
り
、
県
有
施
設
で
あ

る
幕
張
メ
ッ
セ
を
「
武
器
見
本
市
」

に
会
場
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
に

大
き
な
批
判
の
声
が
上
が
っ
て
い

る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

し
か
も
幕
張
メ
ッ
セ
の
目
的
は
、

千
葉
県
の
産
業
振
興
や
文
化
の
発

展
、
国
際
化
に
資
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
目
的
か
ら
見
て

も
「
武
器
見
本
市
」
は
ふ
さ
わ
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。

要
請
に
た
い
し
て
吉
田
和
彦
県

商
工
労
働
部
長
は
、
「
外
務
省
や

防
衛
省
も
後
援
し
て
お
り
、
武
器

輸
出
３
原
則
も
改
定
さ
れ
て
装
備

品
の
移
転
と
な
っ
た
。
県
と
し
て

公
の
施
設
の
利
用
を
断
る
理
由
が

な
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
「
国
の
方
針
の
み

を
理
由
に
認
め
る
な
ら
国
言
い
な

り
だ
。
自
治
体
で
あ
る
県
と
し
て
、

独
自
の
検
討
と
判
断
が
必
要
だ
」

と
指
摘
し
、
重
ね
て
承
認
し
な
い

よ
う
求
め
ま
し
た
。
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丸
山
慎
一
県
議

活
動
日
誌

来
年
６
月
、
幕
張
メ
ッ
セ
を
会
場
に
「
武
器
見
本
市
」
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
千
葉
県
議
団

は
８
月
２
日
、
人
の
命
を
奪
う
た
め
に
使
用
さ
れ
る
「
武
器
」

の
拡
散
に
手
を
貸
す
も
の
だ
と
し
て
、
県
に
た
い
し
て
、
会
場

と
し
て
提
供
し
な
い
よ
う
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

安
倍
政
権
は
８
月
１
日
か

ら
、
高
齢
者
の
医
療
・
介
護
の

自
己
負
担
を
一
部
引
き
上
げ
ま

し
た
。

医
療
費
で
は
「
高
額
療
養
費

制
度
」
で
、
７
０
歳
以
上
の
上

限
額
を
引
き
上
げ
、
年
収
３
７

０
万
円
未
満
で
住
民
税
を
課
さ

れ
て
い
る
１
２
７
０
万
人
は
、

通
院
医
療
費
の
上
限
額
が
月
４

０
０
０
円
増
の
１
万
８
０
０
０

円
に
な
り
ま
し
た
。

年
収
３
７
０
万
円
以
上
の
１

７
０
万
人
は
「
現
役
並
み
」
の

収
入
だ
と
し
て
、
月
５
万
７
６

０
０
円
に
設
定
し
て
い
た
通
院

時
の
負
担
上
限
を
廃
止
。
入
院

と
合
わ
せ
た
世
帯
上
限
額
を
年

収
ご
と
に
現
役
世
代
の
区
分
と

同
じ
三
つ
に
分
け
た
う
え
で
、

年
収
７
７
０
万
円
未
満
で
は
、

通
院
だ
け
の
利
用
で
も
世
帯
上

限
額
の
基
準
が
月
８
万
１
０
０

円
に
な
り
ま
し
た
。

介
護
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
自
己
負
担
割
合
（
原
則
１

割
）
を
、
「
現
役
並
み
」
の
収
入

が
あ
る
６
５
歳
以
上
に
つ
い
て

３
割
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。
２

０
１
５
年
８
月
か
ら
の
２
割
化

に
続
く
引
き
上
げ
で
、
単
身
で

は
年
収
３
４
０
万
円
以
上
、
夫

婦
世
帯
で
は
年
収
４
６
３
万
円

以
上
の
約
１
２
万
人
に
適
用
さ

れ
ま
す
。

介
護
保
険
料
は
６
５
歳
以
上

の
場
合
、
月
平
均
５
８
６
９
円

と
な
り
、
２
０
０
０
年
の
制
度

開
始
時
か
ら
約
２
倍
に
引
き
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
役
世
代
と
の
「
公
平
化
」

な
ど
と
言
い
な
が
ら
、
老
い
も

若
き
も
連
続
負
担
増
を
押
し
付

け
て
き
た
流
れ
の
一
環
で
、
「
負

担
増
先
に
あ
り
き
」
の
姿
勢
が

厳
し
く
問
わ
れ
ま
す
。

吉
田
和
彦
県
商
工
労
働
部
長
（
左
）
に
要

望
書
を
手
渡
す
日
本
共
産
党
千
葉
県
議
団

と
浅
野
史
子
党
県
副
委
員
長
（
左
か
ら
３

人
目
）。

＝
８
月
２
日
・
県
庁
内

憲
法
９
条
の
あ
る
国

に
ふ
さ
わ
し
く
な
い

国
の
方
針
に
無
批
判

に
従
う
千
葉
県


